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研究要旨

研究目的
平成 27 年度は学生ボランティアのスキル向上等の

ための研修モデルの構築、平成 28 年度から平成 29 年
度にかけて学生ボランティアの自発的に行動を促し、
実施した企画について組織的に PDCA サイクルをまわ
し、次年度に引継げる体制の構築を目的とした。

研究方法
以下の委員会及び会議等を活用した。
・全国学生献血推進実行委員会（3 回 / 年）
・全国学生献血推進代表者会議（1 回 / 年）

1．同委員会
各ブロック（7 ブロック）の代表者（16 名）による

以下の内容の検討を行う。
（1）全国学生献血クリスマスキャンペーンの企画、立案、
検証等

（2） 同代表者会議の議題等の企画、立案、検証等
（3） 新企画の企画、立案、検証等
（4） 各ブロック（7ブロック）の献血啓発等の情報共有
（5） その他

2．代表者会議
各都道府県の学生ボランティア代表（1 名）と同委

員会（16 名）が参加し、外部講師等によるスキルアッ
プ等の講演、グループワーク、分科会討論、同委員会
で検討した内容の承認等を行う。

3.	 同世代に対しての献血セミナーを活用した組織体
制の構築

前述 1 及び 2 を活用しての PDCA サイクルをまわし
た次年度への引継ぎ体制の構築。

研究結果
（1）学生ボランティアのスキルアップ向上については、
同委員会、同会議を活用することで、企画、立案する
スキルアップが出来た。また、同会議において、外部
講師等による献血推進等についての知識向上及び分科
会討論等による全国規模での情報共有、意識の向上等
に寄与できた。

（2）同世代に対しての献血セミナーを活用した組織体
制の構築は、PDCA をまわせられる書類の整備等ができ
た。（図 1 〜図 6）また、それを活用し企画、立案、検
証及び改善を出来る組織的な体制の構築ができた。（図
7）また、献血セミナー実績は、平成 28 年度累計 94
回（2,943 人）、平成 29 年度 59 回（1,964 人）（平成
29 年 12 月 31 日末現在）であった。（図 8）

（参考）平成 28 年度献血セミナーについての意見等（図
9）

考 察
（1）実施内容を組織的に検討出来るようになった。
（2）実行するにあたり、組織的に決定出来るようになっ
た。

（3）実施後に組織的に検証・評価出来るようになった。
（4）（3）を踏まえ、実施内容を改善し、より効果的か
つ効率的に組織的に改善出来るようになった。

平成 27 年度は、学生献血推進ボランティア（以下「学生ボランティア」という。）のスキル向上のための理想的な研
修モデルの構築を目的とした。平成 28 年度から平成 29 年度については、平成 27 年度に学生ボランティアが全国の献血
会場においてアンケートを実施し、その結果を踏まえ、学生献血推進協議会の認知度向上及び同世代に対しての献血啓発
を行うために、「献血セミナー」を実施することになった。この企画を活用し懸案事項でもあった、PDCA サイクルをま
わし組織的に実施した内容について検証等を行い、次年度に引継ぐ体制の構築を目的とした。

献血推進に向けた研修方法に関する研究
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結 論
学生ボランティアのスキルアップ等に関する研修体

制は構築できた。また、同世代への献血セミナーを学
生ボランティア自身が主体となり実施したことで、企
画、立案、検証及び改善を組織的に行え、次年度に引
き継げる体制が構築できた。今後は、同世代への献血
セミナー以外に学生ボランティアの自発性を促し、新
たな企画を試みられるように日本赤十字社として支援
していきたい。

健康危険情報
該当なし

研究発表
該当なし

知的財産権の出願・取得状況　（予定を含む）
該当なし

1  

 

 

 

 

 

 

3  

 

29

1  

 

 

 

 

 

 

3  

 

29

図 1
スライド構成

（統一スライド）

図 2
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図 3

図 4

昨年度との比較をするた
めに、内容は変更しない。
ただし、追加項目は可とす
る。
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図 5

図 6

平成30年度実施に向けて

「良かった点」、「反省点」、「スライドについて」、「次回に向けて」、「その他特記事項」を
各ブロックにおいて取りまとめを行い、平成30年３月開催「第3回全国学生献血推進実
行委員会」において、全国で実施した内容について評価し、平成30年度実施に向けて
改善を行う予定である。

※ＰＤＣＡサイクルをまわせる体制が構築できた。
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図 7

図 8
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